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★次回６月発行予定★ 

  大 塚 医 師 より 

 

たくさんの雪が降った冬もそろそろ終わり、春の訪れを感じる季節

となりました。 

2025～26 シーズンは、春から秋には百日咳・マイコプラズマが流行

し、秋から冬は例年より早くインフルエンザＡ型の流行がみられま

した。年明けからはインフルエンザＢ型が流行し、毎年のように冬

に流行るノロウイルスなどの感染性胃腸炎も広がりました。子ども

達は次々とやってくる感染症の波に乗り、さまざまな感染症にかか

った子もいると思います。 

長く小児科医として診療を続けてきて感じるのは、ワクチンも増え、

コロナ禍も経験した人類は、感染症にうまく対応できるようになっ

てきたと思います。病気にならないわけではありませんが、重症化

する例は少なくなったと感じています(少子化の影響もあるのでし

ょうが…)。 

今年度も病児保育室はっぴぃをご利用下さりありがとうございまし

た。子どもの数は減っていますが、能代山本地区の子育てサポート

の一部としての役割を続けていけたらと思います。今後ともよろし

くお願いいたします。 

小児科外来 より 

 

雪が解け、桜の開花が待ち遠しい今日

この頃。卒業・卒園されたみなさん、

おめでとうございます。 

インフルエンザＡからＢの流行が続

いた今年の冬でしたが、どちらにも感

染したお子さんも多くいらっしゃる

のではないでしょうか。 

その他、感染性胃腸炎も多く、一家全

員罹患した例もありました。季節によ

って流行する感染症は違っても、感染

対策は変わりません。日常の生活にお

いて、手洗い、マスクの着用、換気、

そして健康管理を徹底し、自分と大切

な人を感染症から守りましょう。 

笑顔で新学期を迎えられますように

…。 

 

ご卒業おめでとうございます 

 

今年も卒業のシーズンとなりました。 

３月３１日をもって５５名の子ども達が病児保育を卒業します。 

お母さんと離れるのがつらくて涙していた子や、体調の悪さから不

安そうにしていた子ども達が、自分の力で一歩踏み出そうとしてい

る姿に成長の大きさを感じています。新しい場所でも、その子らし

く歩んでいけますように。これからも応援しています。ファイ

ト！！ 

 

 

 

★小児科外来に電話がつながりにくい 

状況が続き、ご迷惑をおかけしていま

す。順次対応してまいりますので、ご

理解をお願いします。 

★小児科医師の不在にて休診日があり

ます。病院ホームページに掲載してい

ますので、事前にご確認をお願いいた

します。 
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